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１．ＥＳＲ（電子スピン共鳴）線量計測の原理

　電子スピン共鳴（ＥＳＲ）は、物質中の不対電子を検出する物理的手法である。放射線によって物質中にその線量に比例して生成する安定なラジカルを電子スピン共鳴によって定量することによって、被曝線量計測や年代測定を行うことができる。歯のエナメルが感度のよい線量計素子として用いられることが見出されたことから、人の歯を用いた電子スピン共鳴線量計測が行われるようになった。ここでは、人が特別な線量計素子を持ち歩いていない場合にでも個人の被曝線量をそれぞれ求められることが最大の利点である。この方法を用いて、原爆被曝者 (Ikeya et al., 1984)をはじめとして、種々の放射線事故 (e.g. Skvortsov et al., 2000) における人の被曝線量が求められてきた。

２．歯のエナメルを用いたＥＳＲ線量計測

　歯のエナメルはその大部分（97％）が無機質のヒドロキシアパタイト[Ca10(PO4)6(OH)2] の結晶でできているが、少量（3％）の有機物を含んでいる。放射線によって、ヒドロキシアパタイトの結晶中に不純物の炭酸イオンに関連したCO2－と考えられている RIS (radiation induced signal) と呼ばれる信号が生成する。この信号は、g⊥=2.0018 及び g//=1.9971 の軸対称の異方性を持ち、通常の測定ではその粉末スペクトルを観測することになる。その信号強度は放射線による吸収線量に対して10kGy以上の範囲まで比例して増大する。吸収線量が２～３Gyより小さい場合には、妨害となる、有機物によると考えられているBGS (background signal) と呼ばれる信号の寄与が無視できない。この寄与をいかに数値的に取り除くかが、1Gy以下の低線量における線量計測における最も重要なテーマとなっている。観測されたスペクトルから適切にRISの信号を抽出できれば、30mGyまで測定できるとの報告もある (Romanyukha et al., 2000)。

３．ＥＳＲ線量計測の実施例、研究の現状

　発表ではＪＣＯの臨界事故の犠牲者の被曝線量計測、ＥＳＲ線量計測の信頼性を確立するための国際線量計測相互比較プロジェクトの結果、また、放射線事故時の緊急被曝対策としての in-vivo 線量計測への取り組みなどについて報告する。
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